




減が求められてきた（Steinfeld et al., 2006）。また、穀物飼料の
国際価格上昇により、牛肉、豚肉、および家禽の価格は 2050 年














イエコオロギ（Acheta domesticus）は肉 1 キロ生産する際に必
現代の昆虫食の価値 
―ヨーロッパおよび日本を事例に―























































































































































































































































































































































































































































要な飼料は豚肉と比較して 4 分の 1 程度、牛肉と比較して 12 分




分の 1 以上、牛の 400 分の 1 程度【図 2 】、ヨーロッパイエコオ












































年イギリスのホルトの「Why Not Eat Insects?（昆虫食はいか
が？）」では、昆虫の不潔なイメージを払拭し、その栄養価の高
さから食用にすることを説いた。1975 年には昆虫学者 R.L. テイ
ラーが多数の昆虫種の栄養価をまとめ、貴重なタンパク源として
昆虫の価値を説き、具体的な昆虫食の実践例などを紹介している。
また、ドイツの昆虫学者ボーデンハイマ―は 1951 年に「Insect 















































































以上のことから、出エジプト記 10 章 1-21 節における「アルベ」
なる生物の訳としてイナゴを充てることに疑問符がつく。「アル


















































3 － 1 節　日本の昆虫食の歴史

















イナゴを 3800 円/kg で販売しているが（塚原信州珍味、私信）、
168 169














































3 － 3 節　東京都内のアンケート調査





















向にある。また、「メディアで目にした （FAO 報告書を含む）」 
と答えた人は、2015 年に大きく増加し、10％を超えた。FAO 報
告書では食糧安全保障の一つとして昆虫を取り上げており、メ























































あった。イナゴ食経験者の約 30％が 19 歳以上のイナゴ食経験者
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